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要 旨 :ハンセン病自体はすでに治なしている20症例, 129指について爪変形の有無を調べ, 爪甲の

変化を, 大きく色詞, 形状, 性状の 3 者に分けて報告した

形状の変化としては萎縮爪がもっとも多 く32指だった つぎに爪甲釣弯が多く22指で, 厚硬八甲も

16指みとめられ, 矮爪は10指であった 妻縮爪や矮爪は末梢神経麻痺による末梢循環障害が主にかか

わっていると考えられた 八甲鈎弯は末梢神経麻痺指における外圧刺激が大きいと考えた 厚硬爪甲

の主な原因はll.床や爪根部の損傷によると考えられた

色調の変化は黒変が主であり, 自変も若干あった 黒色爪は爪下出血によるものが多かった 厚硬

爪甲と白癖とは鑑別を要した

性状の変化として統溝は多くみられたが, 老人性変化との鑑男lが定かでなかった

末梢骨の変形と爪変形 (奏縮爪1 矮爪) はしばしば相関するが, これは同時に手術的侵妻が加わる

ことが多いためと考えた
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